








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1 - 2 　預置候金銀請拂帳
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
八
五
の
説
明
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
（
西
経
四
六
度
三
七
分
、
東
経
一
三
四
度
（
が
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
一
口
目
に
、
逆
さ
ま
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
（
図
（
（（（（
（
。
　
ま
た
、
そ
の
折
の
発
表
で
、
近
松
門
左
衛
門
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近
松
氏
が
編
訳
さ
れ
た
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
「
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
」
の
原
典
的
研
究
（
（1
（
』
を
知
り
、
同
志
社
大
学
図
書
館
に
て
借
用
し
た
。
二
〇
〇
六
年
五
月
七
日
早
朝
七
時
、
同
書
の
第
一
部　
「
第
四
章　
四
元
素
の
こ
と
に
つ
い
て
（
（1
（
」
で
示
さ
れ
た
土
、
水
、
空
気
、
火
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
諸
元
素
の
中
で
一
番
下
に
あ
る
土
か
ら
始
め
る
」。
②
「
次
に
海
に
移
ろ
う
。［
…
］
ま
た
、
凶
作
と
飢
饉
の
時
に
も
海
は
役
立
つ
の
で
あ
る
。［
…
］
水
は
上
位
の
元
素
で
あ
る
」。
③
「
空
気
と
い
う
第
三
の
元
素
も
水
に
劣
ら
ず
、
我
わ
れ
が
命
を
保
つ
の
に
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
我
わ
れ
は
空
気
で
呼
吸
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
空
気
を
以
っ
て
心
臓
を
冷
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
」。
④
「
第
四
の
元
素
は
火
で
あ
る
」。
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
大
石
の
帳
簿
の
出
金
の
部
四
か
所
、
す
な
わ
ち
、
十
三
口
目
で
土
が
大
坂
と
、
三
七
口
目
で
水
が
飢
餲
と
、
六
二
口
目
で
火
が
飛
脚
と
、
六
七
口
目
で
空
気
が
心
当
と
表
現
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
（
図
（
（。
　
私
は
、
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
に
、
貨
幣
数
値
以
外
の
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
や
出
金
の
部
四
か
所
に
経
済
活
動
以
外
の
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
記
さ
れ
た
四
元
素
を
発
見
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
、
沼
田
氏
の
帳
簿
の
定
義
に
照
ら
し
て
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
仮
説
を
立
て
た
。
　
そ
の
仮
説
に
基
づ
き
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ
と
を
、
近
松
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
論
証
し
た
く
思
う
。
二
　
ま
ず
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
の
四
部
構
成
の
第
一
部
「
世
界
創
造
」、
と
い
う
抽
象
的
表
現
と
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
示
さ
れ
た
数
値
や
文
字
の
具
体
的
表
現
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
地
図
で
あ
る
『
万
国
総
図
』
を
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
か
ら
導
き
出
す
。
こ
の
方
法
で
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
図 2　筆者描図（2019年描図）
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図 3　預置候金銀請拂帳一部分
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ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
　
近
松
洋
男
氏
に
よ
れ
ば
、
近
松
門
左
衛
門
は
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
を
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
同
書
は
四
部
構
成
か
ら
成
り
、
そ
の
第
一
部
は
、「
世
界
創
造
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
、
坂
本
満
氏
の
『
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
』
を
考
察
す
る
。
先
ず　
一
、
南
蛮
美
術
の
西
力
東
漸
と
文
明
開
化
に
お
い
て
、
で
先
の
仮
説
の
根
拠
と
な
っ
た
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
入
金
の
部
の
一
口
目
に
組
み
込
ま
れ
た
、
一
四
九
四
年
六
月
七
日
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
両
国
王
間
で
成
立
し
た
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
（
西
経
四
六
度
三
十
七
分
、
東
経
一
三
四
度
（
を
再
確
認
し
た
。
世
界
地
図
　
次
に　
五
、
世
俗
画
の
主
題
を
背
景
に
お
い
て
、
で
世
界
図
を
認
め
、
関
係
す
る
書
物
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
山
川
出
版
社
の
『
海
の
道
と
東
西
の
出
会
い
（
（1
（
』
と
『
詳
説
世
界
史
研
究
（
（1
（
』
に
、「
大
航
海
時
代
地
図
（
図
（
（
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
航
海
と
探
検
」（
図
（
（
の
世
界
地
図
を
発
見
し
た
。
図
（
は
、「
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
境
界
線
は
地
球
を
一
周
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
（1
（
」
と
し
て
西
経
四
六
度
と
東
経
一
三
四
度
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
理
解
は
ス
ペ
イ
ン
の
主
張
で
あ
る
。
図
（
は
、
同
条
約
が
「
世
界
を
東
西
に
分
割
し
、
西
経
四
六
度
三
七
分
の
線
の
東
側
に
つ
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
、
西
側
つ
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
の
領
有
を
認
め
た
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
そ
の
後
、
一
五
二
九
年
の
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
で
東
太
平
洋
に
新
し
い
境
界
線
が
取
り
決
め
ら
れ
（
（1
（
」
た
と
す
る
。
こ
の
理
解
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
主
張
で
あ
る
。
以
上
の
理
解
を
前
提
に
す
れ
ば
、
先
の
坂
本
氏
が
引
用
し
た
「
西
経
四
六
度
三
七
分
、
東
経
一
三
四
度
」
の
数
値
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
主
張
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
え
る
。
万
国
総
図
　
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
大
石
の
帳
簿
の
入
金
の
部
の
一
口
目
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
、
四
六
度
三
七
分
と
一
三
四
度
の
数
値
を
基
に
、
大
石
の
帳
簿
の
出
金
の
部
も
含
め
て
、
帳
簿
全
体
の
構
図
（
図
（
（
を
見
渡
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
金
銀
請
取
元
」
の
合
の
銀
の
額
が
「
銀
四
拾
六
匁
九
分
五
釐
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
経
四
六
度
で
も
四
七
度
で
も
な
い
西
経
四
六
度
三
七
分
を
表
現
し
た
数
値
に
思
え
る
。「
請
取
金
元
ニ
指
引
」
で
「
金
七
両
壱
歩
不
足
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
七
を
四
と
三
に
分
解
す
れ
ば
、
四
三
一
と
な
り
、
東
経
一
三
四
度
を
逆
さ
ま
に
表
現
し
た
数
値
に
思
え
る
。
こ
れ
ら
を
先
の
「
大
航
海
時
代
地
図
」
に
見
立
て
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
、『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
表
現
さ
れ
た
四
元
素
（
土
、
水
、
火
、
空
（
を
重
ね
て
表
現
す
る
と
（
図
（
（
に
な
る
。
　
さ
ら
に
、
世
界
地
図
の
書
籍
類
を
調
査
し
て
い
る
と
、『
世
界
図
の
歴
史
（
（1
（
』
中
に
『
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』（
図
（
（
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
「
一
六
三
〇
年
。
当
時
の
典
型
的
な
世
界
地
図
。
四
元
素
が
［
…
］
地
図
を
取
り
巻
（
（1
（
」
い
て
い
る
。
こ
の
『
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』
は
中
国
に
渡
り
、『
万
国
総
図
』
と
い
う
一
般
名
称
で
表
現
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
太
平
洋
を
中
心
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
万
国
総
図
』（
図
（
（
は
、「
一
六
四
五
年
に
長
崎
で
木
版
印
刷
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
（
11
（
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
真
に
（
図
（
（
と
同
じ
構
図
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
近
松
の
な
ぞ
（
笹
田　
博
（
八
八
図 4　トルデシリヤス条約─スペイン
図 5　トルデシリヤス条約─ポルトガル
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図 8　ホンディウスの世界地図
図 6　筆者描図（2019年描図）─預置候金銀請拂帳
図 7　筆者描図（2019年描図）─世界地図
近
松
の
な
ぞ
（
笹
田　
博
（
九
〇
三
　
本
研
究
の
目
的
は
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
こ
と
を
、
近
松
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
書
で
読
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
の
四
部
構
成
の
第
一
部
「
世
界
創
造
」
と
い
う
抽
象
的
表
現
と
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
示
さ
れ
た
数
値
や
文
字
の
具
体
的
表
現
と
の
関
連
性
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス
条
約
の
数
値
確
認
を
し
、
次
に
、
世
界
図
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
構
図
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
構
図
は
「
大
航
海
時
代
地
図
」
に
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
に
表
現
さ
れ
た
四
元
素
（
土
、
水
、
火
、
空
気
（
が
組
み
込
ま
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、『
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界
地
図
』
を
発
見
し
た
。
そ
の
世
界
地
図
の
中
に
も
四
元
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
中
国
に
渡
り
、
太
平
洋
を
中
心
と
す
る
『
万
国
総
図
』
に
改
編
さ
れ
、
こ
の
『
万
国
総
図
』
が
日
本
に
渡
り
、
長
崎
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
表
面
上
で
は
帳
簿
の
作
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
は
『
万
国
総
図
』
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
は
帳
簿
で
は
な
い
と
の
結
論
を
導
い
た
。
　
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
に
つ
い
て
、
新
た
に
、『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
と
い
う
宗
教
書
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
石
の
『
預
置
候
金
銀
請
拂
帳
』
の
真
意
が
解
明
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
研
究
に
お
け
る
学
際
的
研
究
の
必
要
性
と
可
能
性
を
示
す
具
体
例
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
貢
献
図 9　万国総図
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一
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
注
〕
（
（
（
山
本
博
文　
『「
忠
臣
蔵
」
の
決
算
書
』（
新
潮
社　
二
〇
一
二
年
（
カ
バ
ー
（
（
（
同
書　
一
八
五
頁
（
（
（
同
書　
一
八
六
頁
（
（
（
同
書　
九
四
頁
（
（
（
沼
田
嘉
穂　
『
簿
記
論
攻
』（
中
央
経
済
社　
一
九
六
一
年
（　
一
二
五
頁
（
（
（
八
木
哲
治　
『
忠
臣
蔵
』
第
三
巻
（
赤
穂
市　
一
九
八
七
年
（　
二
四
一
頁
（
（
（
八
木
哲
治　
『
忠
臣
蔵
』
第
一
巻
（
赤
穂
市　
一
九
八
九
年
（　
一
三
一
頁
（
（
（
近
松
洋
男　
『
近
松
門
左
衛
門
が
京
の
都
で
発
信
し
た
合
理
主
義
の
輝
き
』（
京
都
技
術
士
会
主
催　
二
〇
〇
六
年
（
（
（
（
近
松
洋
男　
『
口
伝
解
禁　
近
松
門
左
衛
門
の
真
実
』（
中
央
公
論
新
社　
二
〇
〇
三
年
（　
四
六
頁
（
（0
（
坂
本
満
他　
『
原
色
日
本
の
美
術　
第
二
五
巻　
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
』（
小
学
館　
一
九
七
〇
年
（　
一
六
五
頁
（
（（
（
筆
者
描
写
（
二
〇
一
九
年
（　
○
で
西
経
□
で
東
経
の
数
値
を
囲
む
（
（（
（
ド
ミ
ニ
コ
会
士
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
神
父　
近
松
洋
男
編
訳
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
「
ヒ信
仰
イ
デ
ス
の
導てび
き師
」
の
原
典
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版　
一
九
九
〇
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